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危険に備えて
10/5、老人福祉会館で鹿の谷・若菜地区を対象に「水防訓練・住民避難訓練」を実施しました。広報

車で避難を呼びかけると、住民の皆さんが続々と老人福祉課会館へ避難し、防災士の講演では日頃の
防災準備の大切さを学びました。

災害情報は広報車による呼びかけのほか、「Yahoo!防災速報アプリ」でも発信されます。現在は、熊
の出没情報も発信されていますので、もしもの際の備えとして、ぜひご利用ください。
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Yahoo!防災速報アプリ
熊出没情報はスマホにお知らせ！

問合せ先 熊に関すること 市環境生活係 ☎52－3108
 アプリに関すること 市消防本部予防係 ☎53－4121

▼スマホで情報が
受取可能！　夕張市では、熊の出没情報を「Yahoo!防災速報」アプリを通

じて配信しています。
　アプリで「夕張市」を地域登録しておくと、熊の出没情報や
災害関連情報がスマートフォンに通知されます。

　右のQRコードからアプリをダウンロード
し、地域を設定してください。
　最新の情報をすぐに受け取れる便利なア
プリです。ぜひご活用ください。

▼QRコードを読み取りアプリをダウンロードして、
　アプリを起動すると、初期設定が開始されます。

※お使いの端末によって操作が異なる場合があります。

1 初期設定を始める 2 現在地連動機能を設定する

3 地域を設定する 4 設定の完了

以上で初期設定は完了で
す。「次へ」をタップしてくだ
さい。今後、熊の出没情報な
どが発信されるとスマホで
通知を受信できます。

「他の地域を設定
する」をタップして
通知を受け取る地
域を選びます。「夕
張市」で検索して
登録します。

「次へ」をタップし
てください。

移動先でも、現在地
の情報を受け取れ
ます。この機能を使
う場合は「設定す
る」をタップし、位
置情報の権限を許
可してください。
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夕張市立診療所ニュース
2025年

vol.185
11月

11月外来診療体制

☎（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八田 または 保屋野

－－

－

訪問歯科のため休診

訪問歯科のため休診

諌山・出張医

出張医

久　原

久　原

諌山・髙野

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（７・14・21・28日）

循環器内科
（５・19日）

泌尿器科 ※予約不要
（４・11・18・20日）

八田（10日）
※17日休診(訪問歯科)

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八田 または 保屋野

諌山 または 松島

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（７・14・21・28日）

整形外科 ※予約不要
（４・11・18・20日）

整形外科 ※予約不要
（19日）

整形外科 ※予約不要
（６・13・20・27日）

婦人科
（６・13・20・27日）

八田（10日）
※17日休診(訪問歯科)

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。　※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

諌山 または 松島

もの忘れ外科
（10日）

インフルエンザ・コロナウイルス　予防接種のお知らせ

　9月27日、こじか保育園運動会を行いました。諦め
ず一生懸命取り組む姿を見せてくれた園児たち。恒
例の障害走のほか、新しい競技にも挑戦しました。

第11回健康長寿プロジェクト
開催決定！

健康長寿祭り
ご来場ありがとう
ございました！

　第11回健康長寿プロジェクトの開
催が決定しました。今回は介護保険
サービスについて、豊生会居宅事業所
職員が解説します。どなたでもご来場
いただけますので是非お越しくださ
い。ご来場をお待ちしております！

●インフルエンザ予防接種　予約受付中
・内科、循環器内科に定期的に通院されている方 … 予約なしで外来受診時に接種できます。
  受付時にお申し出ください。
・他科通院中の方、予防接種のみの方 … 事前予約制です。
 月（14時、15時、16時）、火・水・木・金（14時、15時）　
・接種料金 … 一般3,000円、満65歳以上1,500円、小学生以下2回で3,000円（2回接種）

●コロナウイルス予防接種　予約受付中（11月7日～接種開始）
・事前予約制です。月（14時）、金（14時、15時）
・対象者、接種料金 … 満65歳以上 7,650円
 60歳～65歳未満で基礎疾患のある方（主治医に相談してください） 7,650円
※予防接種対象者以外の方は任意接種となり、全額自己負担（15,300円）での接種となります。

こじか保育園だより

保護者や卒園児も
参加して

大盛り上がり！ 【日時】11月5日(水)13：30～
【場所】市立診療所 1階 待合ホール
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申込締切は、11月12日（水）必着です。

★申込方法～広報折込の「健康診査申込書」（水色）を提出してください。

★オプション検査（健康保険の種類に関係なく受診できます。検査料金は同じです。）

健康診査申込書
記 入 例

記入した申込書は、FAX（52－0638）または郵送する（自分で封書を組み立て、110円切手を貼る）か、市保健
係・りすた・各ふれあいサロン行政窓口に直接持参ください。
※各ふれあいサロン行政窓口開設日は、月・水・金曜日の午前９時から正午までです。

氏名、生年月日、住所、電話番号（自宅と日中の
連絡先）を全て記入する
あてはまる保険の種類に、○印をつける

希望する日程の受けたい健診の欄に○印を
記入する

記入例
「特定健診・胃がん検診・大腸がん検診・肝
炎ウイルス検診」を受けたい場合

各検診の対象外だが、実費負担で希望する
場合〇印を記入する

適正な健診料金を頂くために市民税情報を確
認します

市での確認を承諾する場合は記入不要です

検　診　名 検  査  内  容 対 　 象 　 者
（健康保険の種類は関係ありません）

５０歳以上の男性前立腺がん検査（PSA）  血液検査

料 　 　 金

900円

２０歳以上で過去にピロリ菌抗体検査
を受けたことがない方ピロリ菌抗体検査  血液検査 800円

●専用申込書での申し込みを優先します。
　電話では聞き間違いなどが生じるおそれがあるため、申込書で確認しています。協力をお願いします。
　申込書は、本紙のほか、市保健係・りすた・各ふれあいサロンに置いています。
●申し込みが早くても、必ずしも早い時間帯になるとは限りません。希望の時間帯がある場合は申込書の

通信欄にその旨を記入してください（希望の時間に添えない場合もありますのでご了承ください）。

★申し込みの注意事項

●申し込みされた方への問診票発送は、12月初旬頃の予定です。

※来年3月まで健診を受けることができます。集団健診とは料金が異なります。

健診の種類：特定健診、後期高齢者健診　　　　　　　  ⇒申し込みは直接診療所へ　☎57－7781

健診の種類：乳がん、子宮がん検診　      　　　　　　　　　　⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

健康増進法による健診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、
エキノコックス症検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診

⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

★医療機関で受けられる健診もあります。

《 夕張市立診療所 》

《 岩見沢市立総合病院 》

健診の種類：胃がん検診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診
⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

《 北海道対がん協会　札幌がん検診センター 》

健診の種類：胃がん検診、肺がん結核検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診
⇒市保健係へ連絡を　☎52－3106

《 北海道結核予防会　札幌複十字総合健診センター 》

問合せ先　市保健係　☎52-3106
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★健康診査（特定健診、後期高齢者健診、健康増進法による健診、若年者健診）

令和７年12月12日に各種健康診査を実施します
★実施日時　令和７年12月12日(金)　　受付　午前７：30から午前10：30
★実施場所　りすた（南清水沢）　※受付終了時間は、申込人数によって変わる場合があります

●８・９月に実施した市内各地域での健診、市立診療所での健診、札幌厚生病院での人間ドックを受診した方、　医療機関のデータまたは
職場健診の結果を提出済みの方は、同じ健診は受けられません。

●被用者保険の被扶養者の特定健診も、同じ会場で受診できます。希望する方は直接、市保健係（☎52－3106）まで申し込みください。　
【被用者保険：会社員など、雇用されている人が加入する保険】

●今年度から20歳～39歳で職場などで健診を受ける機会のない方を対象とした、若年者健診を実施します。
　ご希望の方はぜひお申し込みください。
●生活保護受給者の方は、エキノコックス症検診・オプション検査以外の料金は無料です。
　 受診を希望する方は、申し込みの際に「生活保護受給者証明書」を提出してください。

対象者は、 ①夕張市国民健康保険加入者　②後期高齢者医療制度加入者　③生活保護受給者
 ④20～39歳で職場などで健診を受ける機会のない方　です。

※１２月の集団健診では子宮がん・乳がん検診は行いません。ご希望の方は指定医療機関で受診できますので、「★指定医療
機関で受けられる健診もあります！」をご確認ください。

《 お知らせ 》

※1　胃がん検診は、血圧が高いなどの場合に医師の判断で検診を受けられないことがあります。
※2　喀たん検査は検診当日の申込みとなります。

※後期高齢者健診受診者で眼底検査を希望する方は1,100円で受診できます(当日受付)。

健 　 診 　 名 検  査  内  容 対 　 象 　 者 料 　 金

後期高齢者医療制度加入者

40歳以上の生活保護受給者
(令和８年３月31日現在の年齢)

身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査、血液検査、心電図検査、
眼底検査
身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査、血液検査、心電図検査
身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査、血液検査、心電図検査、
眼底検査(74歳以下)

特定健診

後期高齢者健診

健康増進法による
健診

40歳以上の夕張市国民健康保険加入者
（※対象者には６月中に受診券を送付しています。）

無料

身体計測、血圧測定、医師診察、
尿検査、血液検査、心電図検査、
眼底検査

若年者健診

20歳～39歳で職場などで
健診を受ける機会のない方
（令和８年３月31日現在の年齢）

夕張市国民健康保険加入者、生活保護受給者、
被用者保険の被扶養者など

1,000円
（生活保護受給者は

無料）

400円

無料

検　診　名 検  査  内  容 対 　 象 　 者
（健康保険の種類は関係ありません）

超音波による骨密度検査

30歳以上
（バリウムでアレルギー反応のある方
や腸閉塞の既往がある方は受診をお
控えください）

30歳～64歳
65歳以上

胸部エックス線検査受診者で
喫煙歴が長く、たんがでる方など

30歳以上
小学３年生以上でエキノコックス検査を

５年以上受けていない方

40歳・45歳・50歳・55歳・
60歳・65歳・70歳の女性

（骨粗しょう症で治療中の方を除きます）

※１ 胃がん検診 胃バリウム検査 300円2,400円

課税世帯
非課税世帯
または70歳

以上の方

生活保護
受給者

実費負担
（対象外）

料 　 　 　 　 　 金

肺がん
・

結核検診

大腸がん検診
エキノコックス症検診

骨粗しょう症
検　診

胸部エックス線検査
※2 喀たん検査（細胞診） 

申し込み不要 

 便潜血検査
 血液検査

40歳以上で過去に肝炎ウイルス検査
を受けたことがない方肝炎ウイルス検診  血液検査

700円

1,400円

800円

500円

300円

300円

300円

1,430円

300円

0円

0円
0円

0円

1,100円 2,750円300円 0円

0円

0円 1,100円

年齢は、令和８年３月31日現在の年齢です。

★健康保険の種類に関係なく受診できる検診
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た
対
象
人

員
や
経
費
な
ど
が
見
込
み
を
下
回
っ
た
こ
と
か

ら
、計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑸
補
助
費
等

○
各
種
補
助
金
な
ど
の
補
助
費
等
に
つ
い
て
は
、

計
画
ど
お
り
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
し
経

費
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

○
市
民
活
動
な
ど
に
使
途
を
指
定
し
た
寄
付
金

を
基
金
に
積
み
立
て
、当
該
基
金
を
財
源
と
し

た
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑹
投
資
的
経
費

○
投
資
的
経
費
は
、計
画
期
間
内
に
実
施
す
る

主
要
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
市
営
住

宅
再
編
事
業
に
よ
る
市
営
住
宅
改
善
工
事
を

は
じ
め
、過
疎
債
の
ハ
ー
ド
事
業
を
活
用
し
た

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
事
業
に
お
け
る
清
水
沢

橋
架
替
工
事
な
ど
、必
要
性
や
財
源
に
つ
い
て

十
分
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
真
に
必
要
な
も
の

に
限
定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

⑺
公
債
費

○
公
債
費
は
、計
画
ど
お
り
地
方
債
の
新
規
発

行
の
抑
制
に
努
め
な
が
ら
、着
実
に
債
務
を
償

還
し
、実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
を
図
り
ま

し
た
。

⑻
他
会
計
繰
出
金

○　

他
会
計
繰
出
金
は
、事
業
の
経
営
改
善
や

収
入
の
適
正
化
な
ど
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
、

計
画
に
基
づ
く
繰
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

２　

地
方
税
そ
の
他
の
収
入
の
増
徴
に
関
す
る

状
況

◎
次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
5
億
1
、6
0
0
万
円

○
市
税
そ
の
他
の
収
入
の
徴
収
に
あ
た
って
は
、計

画
ど
お
り
合
理
的
な
計
画
徴
収
に
努
め
ま
し

た
。

３　

地
方
税
そ
の
他
の
収
入
で
滞
納
に
係
る
も

の
の
徴
収
に
関
す
る
状
況

◎
次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
1
億
4
、8
0
0
万
円

○
適
正
か
つ
公
平
な
徴
収
の
実
現
を
目
指
し
、研

修
会
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
り
、定
期
的
な
催
告
や
財
産
調
査
の

推
進
、差
押
な
ど
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど
法

令
に
基
づ
く
厳
正
な
処
分
の
実
施
に
努
め
た

ほ
か
、生
活
実
態
を
把
握
し
滞
納
原
因
の
解

消
に
つ
な
げ
る
た
め
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
、滞
納
者
の

納
税
意
識
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
、収
入
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。

○
市
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、年
２
回
滞
納

者
全
員
に
催
告
書
を
送
付
し
、連
絡
の
な
い
誓

約
不
履
行
者
に
対
し
て
は
、職
員
が
直
接
電

話
や
面
談
を
す
る
な
ど
、滞
納
に
つ
い
て
現
状

を
認
識
さ
せ
支
払
い
を
促
す
こ
と
で
、収
入
の

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

４　

使
用
料
な
ど
の
変
更
、財
産
の
処
分
そ
の

他
の
歳
入
の
増
加
に
関
す
る
状
況

◎
次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
11
億
6
、6
0
0
万
円

○
使
用
料
と
手
数
料
は
、平
成
19
年
度
に
実
施

し
た
引
き
上
げ
な
ど
の
見
直
し
に
基
づ
き
、引

き
続
き
収
入
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

○
財
産
の
処
分
な
ど
そ
の
他
の
収
入
の
増
加
に
向

け
た
対
策
と
し
て
、分
譲
地
の
価
格
見
直
し
や

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
た
高
松
ズ
リ
山
の

ズ
リ
売
却
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

○
以
上
の
ほ
か
、金
融
機
関
店
舗
と
し
て
の
市
庁

舎
の
有
償
貸
与
や
財
政
再
建
に
係
る
有
料
視

察
の
受
入
れ
に
よ
り
、収
入
の
確
保
に
努
め
ま

し
た
。

５　

超
過
課
税
ま
た
は
法
定
外
普
通
税
に
よ
る

地
方
税
の
増
収
に
関
す
る
状
況

◎
次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積

効
果
額
は
5
億
7
、2
0
0
万
円

○
市
税
は
、法
令
上
の
上
限
の
税
率
な
ど
を
踏
ま

え
、平
成
19
年
度
に
行
っ
た
見
直
し
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
末
に
行
っ
た
計
画
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
伴
い
、超
過
税
率
を
一
部
見
直
し
ま

し
た
。

計
画
と
具
体
的
な
措
置
の
状
況

財
政
再
生
計
画
の
令
和
６
年
度
実
施
状
況

夕
張
市
は
、
平
成
22
年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
財
政
再
生
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

 
令
和
６
年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
１
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○
実
質
的
な
計
画
期
間
の
15
年
度
目
で
あ
る
令

和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、物
価
な
ど
の
高
騰
に
よ

り
影
響
を
受
け
る
低
所
得
者
を
は
じ
め
と
し

た
生
活
者
へ
の
支
援
や
経
済
対
策
の
ほ
か
、計

画
策
定
後
に
生
じ
た
新
た
な
諸
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、事
務
事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性
な

ど
を
十
分
検
討
し
た
上
で
、財
源
確
保
を
図

り
な
が
ら
計
６
回（
６
月
、９
月
、10
月
、12
月
、

１
月
、３
月
）の
計
画
変
更
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
ま
た
、令
和
６
年
８
月
に
国
、北
海
道
、市
の
実

務
者
に
よ
る
三
者
協
議
を
実
施
し
、今
後
も

着
実
に
財
政
再
生
計
画
を
推
進
し
て
い
く
中

で
、市
民
生
活
の
安
定
や
地
域
の
振
興・再
生

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
う
え
で
本
市

が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つい
て
協
議
を
行
い
、三

者
で
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

○
今
後
と
も
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振

興
、子
育
て
環
境
や
住
環
境
の
充
実
に
よ
る
定

住
促
進
、合
宿
誘
致
や
産
業
遺
産
を
活
用
し
た

交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、地
方
税
の
増

収
を
目
指
す
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
事
業
を
展

開
し
て
い
く
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
夕
張
市
の
再
生
の
た
め
に
は
市
民
、議
会
、行

政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、本
市
と
し
て
は
、今
後
と
も
情
報
公
開

の
推
進
に
よ
る
透
明
性
の
高
い
行
財
政
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、市
民
参
加
や
民
間
活
力
の

導
入
な
ど
、市
民・企
業
と
の
協
働
に
よ
る
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

地方税（市民税、固定資産税など）90百万円、地方交付税（普通交付税、特
別交付税）97百万円、国道支出金（物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金、障害者自立支援給付費等負担金など）▲35百万円、繰入金（財政
調整基金繰入金など）▲823百万円、その他（地方消費税交付金、デマンド
交通利用者負担金収入など）▲55百万円

人件費（給料、各種手当など）▲164百万円、物件費（需用費、委託料など）
▲201百万円、維持補修費（除排雪費など）▲50百万円、扶助費（生活扶助
等給付費など）▲217百万円、繰出金（介護保険事業会計繰出金など）▲72
百万円、その他（公共下水道事業会計補助など）▲116百万円

区　　分
令和６年度

計 画 額　ア
令和６年度

実 績 額　イ
差引増減

（イ－ア） 主な増減理由

歳入歳出差引額
（①－②）

再生振替特例債残額

歳　入　①

歳　出　②

（単位：千円）一般会計
計画額と実績額の比較と再生振替特例債残額の状況

10,726,418

10,726,418

0

5,022,378

10,010,694

9,913,208

97,486

5,022,378

△715,724

△813,210

97,486

0

（単位：％）

区　　分 早期健全化基準
令和６年度
計 画 値

令和６年度
実 績 値

【参考】令和５年度
実 績 値

実質赤字比率 １５．００ ０．００ ０．００ ０．００
連結実質赤字比率 ２０．００ ０．００ ０．００ ０．００
実質公債費比率 ２５．００ ６９．１ ６８．１ ６７．２
将来負担比率 ３５０．００ １９０．６ １０４．５ １７１．７

※再生振替特例債　～　借 入 額：32,199,000千円（平成21年度借入）

　　　　　　　　　　　利率など：17年償還（３年据置）　元利均等　年１.５０％

健全化判断比率の状況

（注）平成20年度決算まで生じていた実質赤字額は、平成21年度に再生振替特例債を借り入れたことで解消しました。再生振替特例債は、財政再
生計画において平成22年度から17年間で計画的に償還するものです。平成22～24年度までは利子分のみの償還で、平成25年度から元金
償還が始まりました。

第
２

そ
の
他
財
政
の
再
生
に

　
　

必
要
な
事
項
の
措
置
の
状
況

第３

第４
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下
水
道
事
業
の
経
営
や
業
務
状
況
を
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、事
業
の
概
要
状
況
な
ど
を

公
表
し
ま
す
。

1　収支の概要
●経理の状況

○公共下水道事業会計損益計算書

○公共下水道事業会計貸借対照表

令和６年度公共下水道事業決算の状況

●処理状況

2　資産の現在高

3　企業債の現在高

4　一時借入金の現在高

31億1,579万円

２億3,414万円

１億2,000万円

下水処理のための収益的収支 
 収益的収入 1,721万円
 収益的支出 3,369万円
処理施設などを整備するための資本的収支 
 資本的収入 0万円
 資本的支出 3,183万円

営業費用 ２億2,196万円 営業収益 3,978万円
営業外費用 758万円 営業外収益 １億6,188万円
特別損失 381万円 特別利益 0万円
当年度純損失 △3,169万円

有形固定資産 30億2,015万円 固定負債 ２億　357万円
流動資産 5,876万円 流動負債 １億　391万円

繰延収益 15億　710万円
資本金 12億6,126万円
剰余金 307万円

借　　方 貸　　方

借　　方 貸　　方

合　計 ２億  166万円 合　計 ２億  166万円

合　計 30億7,891万円 合　計 30億7,891万円

区　　　分 執行済額

総処理水量 日平均処理水量
72,624㎥ 397㎥

下水処理世帯数 人　　口
906件 1,637人

下
水
道
事
業
会
計
の
状
況
期
間
：
令
和
７
年
度
上
期

問合せ先
　市上下水道課庶務係
　　　　　　☎52－3152

　懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート
（宮前町39 宮コ23）に持参いただくか、市役所地域振興
係でも受け付けています。
※広報掲載の写真を毎月拠点複合施設りすたで展示しています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」 https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

「夕張駅に到着する蒸気機関」
志水茂さん所蔵、1975年

▼この写真は下記でもご覧いただけます。

「夕張駅に到着する蒸気機関」「夕「夕張駅駅に到着到着す着するる蒸気機る蒸気蒸気機機気機機関」
「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」」Episode 88
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水
道
事
業
の
経
営
や
運
営
方
針
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、水
道
事
業
の
概
要
や
経

理
の
状
況
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

1　収支の概要
●経理の状況

○水道事業会計損益計算書

○水道事業会計貸借対照表

令和６年度水道事業会計決算の状況

●配水状況

１　給水件数と給水人口

2　用途別使用水量

●給水状況
（令和７年９月30日現在）

（令和７年９月30日現在）

（令和７年９月30日現在）

2　資産の現在高

3　企業債の現在高

4　一時借入金の現在高

42億2,429万円

14億2,323万円

0万円

給水のための収益的収支 １億1,098万円
 収益的収入 5,367万円
 収益的支出
配水施設などを整備するための資本的収支
 資本的収入 0万円
 資本的支出 5,147万円

営業費用 4億　718万円 営業収益 2億　472万円
営業外費用 2,147万円 営業外収益 1億6,678万円
特別損失 0万円 特別利益 77万円
当年度純利益 △5,638万円

有形固定資産 39億4,874万円 固定負債 14億1,145万円
無形固定資産 28万円 流動負債 1億4,407万円
流動資産 4億　236万円 繰延収益 11億5,745万円
繰延勘定 0万円 資本金 15億3,504万円

剰余金 1億　337万円

借　　方 貸　　方

借　　方 貸　　方

合　計 3億7,227万円 合　計 3億7,227万円

合　計 43億5,138万円 合　計 43億5,138万円

区　　　分 執行済額

総配水量 日平均水量
457,792㎥ 2,502㎥

件　　数 人　　口
3,453件 5,895人

種　　別 使用水量㎥ 構成比％
一 般 用 286,164 98.4 
浴 場 用 4,578 1.6 
臨 時 用 50 0.0 
特 別 計 量 0 0.0 

計 290,792 100.0 

水
道
事
業
会
計
の
状
況
期
間
：
令
和
７
年
度
上
期

（
令
和
７
年
４
月
１
日
〜
令
和
７
年
９
月
30
日
）

問合せ先
　市上下水道課庶務係
　　　　　　☎52－3152
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交通事故などにあったときは届け出が必要です

交通事故など、第三者から傷病を受けた場合、医療費は加害者が負担することが原則です。
国民健康保険を使用し治療を受けた場合には、必ず市へ連絡をお願いします。

● 仕事中や通勤中の事故 ● 飲酒運転や無免許運転などの不法行為
　労災保険の対象となります。
● 示談を済ませてしまったとき ● ケンカや泥酔などの理由によるケガ
　示談の前に必ず市にご連絡ください。 　国保の給付が制限されます。

〇交通事故　　〇 他人の飼い犬にかまれた　　〇 暴力行為　　〇 飲食店での食中毒

負傷、疾病原因の確認をしています。

市では医療費の適正化のため、医療機関から提供されるレセプト（診療報酬明細書）を確認し、
第三者行為に該当する可能性がある場合、負傷・疾病原因などを確認するハガキを送っています。
届いた方は、回答のご協力をお願いします。

「ポリファーマシー」を予防するために、お薬手帳を一冊にまとめましょう！

「ポリファーマシー」という言葉を聞いたことはありますか？多くの薬を服用している（多剤服用）
ために、副作用が起きたり、きちんと薬が飲めなくなる状態をいいます。

問合せ先　市健康保険係　☎52－3105

■国保のお話 vol.63

■第三者行為に該当する事由（例）

＊＊ こんなときは、国民健康保険が使えません！ ＊＊

●気になる症状があったら、医師、薬剤師に相談をしましょう。
　自身の判断で薬をやめたり、減らすのはよくありません。薬によっては、急にやめると病
状が悪化することがあります。必ず医師、薬剤師に相談しましょう。
※相談の際は、飲んでいるサプリメントやドリンク、健康食品の情報も伝えましょう。

●ポリファーマシーを解決するために。
　お薬手帳を複数持っていませんか？一冊にまとめることで、新たな薬が処方されるとき
に、副作用や飲み合わせの悪い薬を避けることができます。

●高齢者の薬の管理は家族で協力しましょう。
・起床後、就寝前、食前食後など、薬を飲む時間帯に声をかける。
・1回に飲む薬を事前に袋などに小分けにしておく。
・市販薬は定期的に確認し、使用期限が過ぎたものは処分する。　　など

＊＊ 薬を飲んでいて、こんなことはありませんか？ ＊＊
食欲低下、めまい、ふらつき、眠気、気分が沈む、尿が出にくい、便秘、もの忘れ
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本
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
家
庭
ぐ
る
み
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
考
え
る

機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
、11
月
１
日
を「
夕
張

市
教
育
の
日
」と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
は
、学
校
だ
け
で
成
り
立

つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
や
家
庭
・
地
域
・
行

政・学
校
な
ど
が
協
働
し
、一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
学
び
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
、極
め
て
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
の
結
果
が

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。夕
張
の
児
童
生
徒
の
学
力

は
、学
年
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
も
の
の
着
実
に
向

上
し
て
お
り
、全
国
平
均
を
超
え
る
、あ
る
い
は
全

国
平
均
に
近
づ
く
、と
いっ
た
年
度
が
出
て
き
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、学
校
の
授
業
以
外
で
行
う
自
主
的
な

学
習
時
間
が
少
な
い
、反
対
に
、ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
の
時
間
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
毎
年
見
ら

れ
、保
護
者
と
の
連
携
に
よ
る
家
庭
学
習
時
間
の

確
保
が
、本
市
の
児
童
生
徒
の
課
題
と
な
って
い
ま

す
。

　
「
夕
張
市
教
育
の
日
」を
機
会
に
、ス
マ
ホ
の
使

い
方
や
家
庭
学
習
の
時
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
、

家
庭
や
地
域
で
の
過
ご
し
方
を
見
直
し
て
み
る
な

ど
、ご
家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
様
を
は
じ
め
、民
間
企
業
、団
体
、官
公

庁
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
の
も
と
、教
育
活

動
が
行
わ
れ
、た
いへ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、学
校
で
の
様
子
や
家
庭・地
域
で
の
過

ご
し
方
を
保
護
者・住
民
と
学
校・行
政
が
共
有

す
る
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を

多
く
の
大
人
が
見
守
り
、地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
支
え
て
い
く
よ
う
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

右
の
見
出
し
の
言
葉
は
、北
海
道
教
育
庁
空
知

教
育
局
が
掲
げ
た
、令
和
７
年
度「
空
知
管
内
の

教
育
推
進
の
重
点
」で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、学
習
に
関
心
や
目
的
を
持

ち
、自
ら
の
学
習
を
調
整
し
な
が
ら
学
ぶ
。子
ど

も
た
ち
が
、学
習
状
況
に
応
じ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
用
し
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
な
が
ら
学
ぶ
。子
ど
も
た
ち
が
、授
業
支
援
ア

プ
リ
な
ど
を
活
用
し
、他
者
と
協
働
し
な
が
ら
学

ぶ
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、現
在
で
は
、教
師
が
主
導
す

る
講
義
型
、知
識
伝
達
型
の
学
習
形
態
で
は
な

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
ま
し
ょ
う
！

 　
　

＊
＊
＊　

11
月
１
日
は「
夕
張
市
教
育
の
日
」で
す
！　

＊
＊
＊

『
全
て
の
教
育
活
動
で

　
子
ど
も
が
主
語 

を
実
現
』

朝活キッズでの学習の様子

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

く
、子
ど
も
た
ち
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、そ
の
課

題
解
決
に
向
け
て
調
査
し
た
り
、仲
間
と
対
話
し

た
り
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
く
、正
に「
子
ど

も
が
主
語
を
実
現
」す
る
教
育
活
動
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、こ
の
よ
う
な
授
業
を

推
進
し
て
い
こ
う
と
、小
中
の
先
生
方
が
合
同
研

修
や
授
業
交
流
等
を
通
し
て
、熱
心
に
研
鑽
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、

小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た
「
わ
く
わ

く
ク
リ
ス
マ
ス
会
2
0
2
5
」
を
開
催

予
定
で
す
。

　

楽
し
く
、
工
作
な
ど
に
取
り
組
ん
で

み
ま
し
ょ
う
！

子どもたちが、タブレット端末
を使い、授業に主体的に取り組
んでいる様子

《
今
後
の
予
定
》

▶ 社会教育事業の開催 ◀
◇道民カレッジ「まなびカフェinゆうばり」

◇ 旧夕張市美術館収蔵作品展 

　公益財団法人北海道生涯学習協会の方々による
「道民カレッジ『まなびカフェinゆうばり』」が、８月と９月
に計３回、拠点複合施設りすたで開かれました。
　道民カレッジは、「学びたい」と思う人が、誰でも気
軽に参加できる場です。

　左の写真の回では、北前
船、昆布などに関わる北海道
の歴史について、参加の皆さん
が楽しく学びました。

　今年度は、「夕張ゆかりの書と写真」をテーマに８
月２日から１７日の１６日間、拠点複合施設りすたで開
催しました。
　例年、思い出話ができるよう、帰省される方やお墓
参りの方々が多いこの時期に実施しています。今年
も、約３５０名の来場者が
あり、多くの皆さんが書や
写真を見て懐かしんでい
る姿が見られました。

教
育
委
員
会
だ
よ
り
市
学
校
教
育
係　

☎
57
―
７
５
８
１

市
社
会
教
育
係　

☎
５７
―
７
７
１
１
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８
月
２７
日
〜
２９
日
、砂
川
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー「
ゆ
う
」に
て
、高
文
連
空

知
支
部
美
術
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。本

校
か
ら
は
２
年
Ａ
組
小
林
心
音
さ
ん
と

１
年
Ａ
組
今
莊
翠
紅
さ
ん
が
出
品
し
、

今
莊
さ
ん
が
優
秀
賞
、小
林
さ
ん
が
奨

励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
、10
月
9
日

〜
10
日
に
札
幌
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ド
ー
ム「
つ
ど
ー
む
」で
行

わ
れ
る
高
文
連
全
道
美
術
展
へ
の
参
加

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。ま
た
、今
莊
さ
ん

の
作
品
は
空
知
支
部
の
代
表
と
し
て
同

美
術
展
に
出
品
さ
れ
ま
す
。全
道
大
会

で
も
研
鑽
を
積
み
、引
き
続
き
作
品
作

り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

９
月
13
日
、体
育
祭
を
ゆ
う
ば
り
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

学
年
対
抗
種
目
で
は
、フ
ッ
ト
サ
ル
、借

り
人（
物
）競
争
を
行
い
、総
合
優
勝
を

競
い
ま
し
た
。１
〜
３
年
生
で
チ
ー
ム
を

組
む
縦
割
り
班
対
抗
種
目
で
は
、全
校

生
徒
が
赤
、白
、黄
、緑
の
４
組
に
分
か

れ
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、玉
入
れ
、綱
引
き
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、リ
レ
ー
に
励
み
ま
し

た
。各
競
技
で
汗
を
流
し
、戦
い
抜
い
た

結
果
、学
年
対
抗
種
目
は
２
年
Ａ
組
、縦

割
り
班
対
抗
種
目
は
赤
組
が
総
合
優

勝
し
ま
し
た
。

　

体
育
祭
前
の
た
め
に
地
域
の
方
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
よ
り
飲
み
物
の
差
し
入
れ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。ま
た
、夕
張
市
教
育
委
員
会
か

ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
特
別
便
を
手
配
し

て
い
た
だ
き
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
か
ら

は
玉
入
れ
な
ど
の
物
品
を
お
借
り
し
ま

し
た
。保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、地
域

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、無
事
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
の
告
示
か
ら
始
ま
り
、９

月
18
日
の
候
補
者
演
説
、22
日
の
投
票

を
経
て
、10
月
２
日
に
生
徒
会
役
員
認

証
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

認
証
式
で
は
、認
証
状
授
与
後
、校

長
か
ら
新
生
徒
会
執
行
部
と
全
校
生
徒

に
向
け
た
期
待
と
励
ま
し
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。そ
の
後
生
徒
会
執
行
部
を

代
表
し
て
、新
生
徒
会
長
か
ら
の
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。新
生
徒
会
長
２

年
高
橋
穂
花
さ
ん
は「
一
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
力

を
い
れ
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、皆
さ
ん

の
声
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、全
員
で

学
校
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
努
め
た

い
。」と
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、生
徒
会
役
員
選
挙
投
票
時
に

使
用
し
た
投
票
箱
と
記
載
台
は
夕
張
市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
か
ら
実
際
の

選
挙
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
貸
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ

き
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

高
文
連
空
知
支
部
美
術
館

２
学
年

　
　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）

体
育
祭

令
和
７
年
度

　
　
　

生
徒
会
役
員
選
・
認
証
式

　

９
月
４
日
〜
５
日
の
２
日
間
、勤
労

観・職
業
観
の
醸
成
を
目
的
と
し
、２
学

年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。夕
張
市
内
１０
か
所
の
事
業
所
で
生

徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、生
徒
た

ち
が
社
会
人
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た

め
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。生
徒
た
ち
か
ら
は「
普
段
の
学

校
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
」「
将
来
志
望
し
て
い
る
仕

事
だ
っ
た
の
で
、と
て
も
興
味
深
く
大
変

勉
強
に
な
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経

験
を
、今
後
の
進
路
活
動
に
活
か
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

夕張市民文化祭2025観覧について

　『夕張市民文化祭』を開催しています。
　今年も集まった素敵な作品から『りすた文化賞』の選定を実施し、受賞作品
は来年度の広報ゆうばりに掲載します。
　会期中は入退場自由となっておりますので、ぜひご観覧ください。

▲昨年度りすた文化賞受賞作品
　【子どもの部】夕張中学校１年生
　「ディズニーの切り絵」
　「オオカミと女の子の切り絵」

▲昨年度りすた文化賞受賞作品
　【大人の部】一般社団法人清水沢プロジェクト
　「清水沢まちあるき 100 回　回顧展」

と き

と こ ろ
観 覧 料
そ の 他

問合せ先

10月31日（金）～11月9日（日）　
午前９時～午後７時　※会期中無休
拠点複合施設りすた
無料（会期中は自由に観覧できます）
会期中のイベントなど、詳細はりすたで配布されるチラシ
をご確認ください。
市社会教育係　☎57－7711

【観覧について】
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ゆうばりアーカイブ・2025秋
「1980・1990年代『夕張の実像』」
　夕張の映像や全国の産炭地の映像などを視聴することを通じて、過去を振り返ります。
　今だからわかる発見がたくさんありますので、ぜひご参加ください。

令和7年11月16日(日)　午前10時～午後3時
拠点複合施設りすた　多目的室２
1993年に放映された『ゆうばり 新発見 大発見』の
ほか、当時の石炭の歴史村やマウントレースイ、市内
イベントなどの様子がわかる映像を紹介します。
無料/不要
夕張地域史調査室・夕張市教育委員会
市社会教育係　☎57－7711

８月開催時の様子

と き
と こ ろ
内 容

参加費/申込
主 催
問 合 せ 先

『ほくほくおいも党』　上村裕香/著　小学館

・医師のぼくが50年かけてたどりついた長生きかまた体操（鎌田實）　・バンクハザードにようこそ（中山七里）
・みんなで決めた真実（似鳥鶏）　・金沢浅野川雨情（城山真一）　・青の純度（篠田節子）
・鳥類学者の半分は、鳥類学ではできてない（川上和人）　・翠雨の人（伊予原新）
・一橋桐子（79）の相談日記（原田ひ香）　・今日未明（辻堂ゆめ）　・戦ぎらいの無敗大名（森山光太郎）
・サイレントシンガー（小川洋子）

☆新しく入った本

　高校三年の千秋は、「勝てない選挙に出続ける政党員の父」と「父の出馬がきっかけ
でいじめられ引きこもった兄」との三人暮らし。18歳になった千秋は当然のように入党
を迫る周囲に流されるように入党するが、政党と政治の話ばかりで全くかみ合わない
父との会話にフラストレーションをつのらす。千秋は父の本音を知り家族の会話を取
り戻すことができるのか。

新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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高
血
圧
に
つ
い
て

　

今
年
８
月
に
日
本
高
血
圧
学
会
か
ら「
高
血

圧
管
理・治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
2
5
」が
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。６
年
ぶ
り
の
改
訂
で
、高
血
圧
の

基
準
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、降
圧
目
標
が
全
年
齢

で
統
一さ
れ
ま
し
た
。

〈
高
血
圧
の
診
断
基
準
〉

 

高
血
圧
の
診
断
基
準
は
従
来
と
同
じ
、診
察
室

血
圧
が
、上（
収
縮
期
血
圧
）1
4
0
以
上
ま
た

は
下（
拡
張
期
血
圧
）90
以
上
、家
庭
血
圧
で
は
、

上
1
3
5
以
上
ま
た
は
下
85
以
上（
単
位
は

m
m
H
g
、文
中
で
は
省
略
）で
す
。

〈
高
血
圧
の
降
圧
目
標
〉

　

従
来
は
、年
齢
や
合
併
症
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

る
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、原
則
的
に
、す
べ
て
の
人
の
降

圧
目
標
は
、診
察
室
血
圧
で
上
1
3
0
未
満
か
つ

下
80
未
満
、家
庭
血
圧
で
上
1
2
5
未
満
か
つ
下

75
未
満
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、個
人
の
状
況
に

応
じ
て
降
圧
治
療
の
進
め
方
な
ど
は
違
い
ま
す
の

で
、治
療
中
の
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 〈
血
圧
の
変
動
〉

　

血
圧
は
食
事
、会
話
、歩
行
な
ど
日
常
的
な
動

作
な
ど
で
変
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、1
日
全
体
で

み
る
と
、昼
間
よ
り
夜
間
に
低
下
し
、早
朝
に
上

昇
す
る
と
い
う
日
内
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。常
に

血
圧
は
変
動
し
て
い
ま
す
が
、血
圧
が
高
い
時
間

が
長
く
続
く
と
、血
管
の
傷
み
が
進
み
、脳
心
血

管
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
の
で
、１
日
を

通
し
て
血
圧
値
が
低
い
レ
ベ
ル
で
変
動
す
る
よ
う

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
家
庭
で
の
血
圧
測
定
が
大
切
〉

　

家
庭
血
圧
を
測
る
目
的
は
、普
段
の
血
圧
の
状

態
を
正
確
に
知
る
こ
と
で
す
。朝・夜
に
測
る
こ
と

で
変
動
が
把
握
さ
れ
や
す
く
、家
庭
で
の
血
圧
測

定
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
高
血
圧
学
会
で

推
奨
さ
れ
て
い
る
測
定
方
法（
図
）を
参
考
に
測

定
し
記
録
し
ま
し
ょ
う
。少
な
く
と
も
5
日
以
上

測
定
し
、上
1
3
5
以
上
ま
た
は
下
85
以
上
の
場

合
に
は
、食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見
直

し
と
と
も
に
、記
録
し
た
血
圧
値
を
持
参
し
、か

か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

高
血
圧
は
、自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
血
管
を
傷

め
、脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞・腎
不
全
な
ど
を
発
症

し
て
初
め
て
症
状
が
で
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。症
状
で
判
断
せ
ず
、ま
ず
は
、普

段
の
家
庭
血
圧
値
を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し

ょ
う
。

保
健
師　

辻　

弓
香
子

「
地
デ
ジ
広
報
」
！

み
て
み
て
！

　

自
宅
の
テ
レ
ビ
で
夕
張
市
の
お
知
ら

せ
や
イ
ベ
ン
ト
、
災
害
な
ど
の
緊
急
情

報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
な
ど
の
手
続
き
や
利
用
料
な
ど

も
か
か
り
ま
せ
ん
。

見
る
方
法

①
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｕ
Ｈ
Ｂ
）
を
視
聴

す
る

②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す

③
リ
モ
コ
ン
の
「
上
下
ボ
タ
ン
」
を
使

っ
て
テ
レ
ビ
画
面
の
「
地
デ
ジ
広

報
」
を
選
ん
で
、
「
決
定
ボ
タ
ン
」

を
押
す

④
リ
モ
コ
ン
の
「
上
下
ボ
タ
ン
」
を
使

っ
て
み
た
い
記
事
を
選
ぶ

※
放
送
中
の
番
組
に
よ
っ
て
操
作
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
掲
載
で
き
る
情
報
は
５
件
ま
で
で
、

文
字
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

概
要
の
み
の
掲
載
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

図　家庭血圧の測り方（参考：日本高血圧学会 高血圧管理・治療ガイドライン2025）

高血圧の診断基準 (mmHg)

降圧目標(mmHg)

●１日２回（朝・夜）行う
測定のタイミング 測定時のポイント

朝

・起床後１時間以内
・トイレに行ったあと
・朝食の前
・薬を飲む前

・いすに座って１～２分安静にしてか
ら測定する

・カフは素肌か薄手の服の上に巻
き、心臓と同じ高さにする

・測定中は腕の力を抜いて動かさな
い、会話をしない

夜
・寝る直前
・入浴や飲酒の直後はさける

収縮期 拡張期
家庭で
測定 125未満 75未満

病院で
測定 130未満 80未満

収縮期 拡張期
家庭で
測定 135以上 85以上

病院で
測定 140以上 90以上
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商工業振興支援の地域おこし協力隊が着任しました！

　令和7年10月1日に着任いたしました、箕浦晃子です。
　私はこれまで約10年間夕張に居住していましたが、この度地域おこし協力隊として愛着の
ある夕張でふたたびご縁をいただけたことをとても嬉しく思っています。今後の活動を通して
これまで支えてくださった市民の方々へ恩返しするとともに、より多くの方々とつながりたい
です。自分らしく精一杯頑張りますのでよろしくお願いします。

みの うら あき こ
箕　浦　晃　子　大阪府出身

令和７年10月１日　着任

市内商工業の振興に関すること
◆主な活動内容

夕張商工会議所 (活動拠点：公設地方卸売市場内)
◆所　属　先

農業者の皆さんへ！
農業生産用物価高騰緊急対策給付金のお知らせ
　物価高騰などの影響を受ける市内の農業生産者に給付金を交付します。
交付を受けるには申請が必要です。

① 市内に住所を置く販売目的の農業生産者
② 市内に主たる事業所を持ち農業生産する法人

〈給付額〉
対象者1人につき

７５，０００円
（1回限り）対 象 者

次のすべての該当する必要があります
・令和６年の農業収入が 50 万円以上 ・今後も引き続き農業を営む意欲がある
・市税などを滞納していない ・暴力団・暴力団員などでない
・法令や公序良俗に反していない

給付条件

令和７年11月28日(金)までに必要書類を添付して市農林係に申請
※申請書は市農林係または市ホームページで入手できます。
　「夕張市 農業生産用物価高騰緊急対策給付金」で検索！

給付条件

申請・問合せ先
市農林係　☎52－3124

詳しくはホームページをご覧ください
https://www.city.yubari.lg.jp/soshiki/3/8544.html
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地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています

令和７年11月吉日

夕張市生活支援コーディネーター　谷口・山田
社会福祉協議会内（☎56－6004） よりぬき

みんなで

第 号８３
地域

夕

9/5・12・17りすたにて、全３回のサポ
ーター養成講座を開催しました。専門
講師によるボランティア講義や認知
症についての講座、３回目は具体的な
活動の内容を確認し、実働サポーター
との交流会を行いました。５名の新規
サポーターが誕生しました。

9/13㈯ 市老人福祉会館にて、ふれあい
広場が開催されました。今年は３組の
ゲストによる「ふれあいコンサート」が
行われ、コーラス、ハーモニカやギター
演奏を楽しみました。屋外の売店では、
飲食やお買い物などで賑わいを見せて
いました。最後は恒例の抽選会があり
大盛り上がりとなりました。

9/29㈪ 恵団地集会所にて市の
事業を利用した地域リハビリテ
ーション活動が実施され、市立
診療所の理学療法士による健康
と姿勢の関係についての講座の
ほか、全員で健康体操を行いま
した。
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こじか保育園の園開放

広報ゆうばり

内内容 日日時 所場所 対対象 定定員 料料金 申申込 　電話 〆締切 他

内

日

所
申
他

その他

催 し

「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

『秋・冬の自然さがし』
園児と一緒にお散歩、何を

見つけられるかな。
11月7日(金)、11月28日(金)
9：30～11：00
こじか保育園(集合場所)
　57－7660(こじか保育園)
Facebookで保育の様子や
園開放の詳細をご覧いただ

けます

内

日
所

　

催 し

家庭で不要になった子ども
用品【おさがり】を、次の家庭に
めぐらせるイベントです。おさが
りの提供・持ち帰り（無料）がで
きます。スキー用品も大募集！
みんなでつくろう、おさがりの
わ！！

11月11日(火)～28日(金)
拠点複合施設りすた
待合交流スペース
090－4489－8454

(高野)

『めぐる！おさがり2025
　　　　秋冬』のお知らせ

内

日

所

催 し

ハンドメイド作 家による
様々なオリジナル作品や手作り
フードが自由に販売される屋
内イベントです！キッチンカー
やワークショップも！お気に入
りを見つけにぜひ遊びに来てく
ださい♪

入場無料です！ 
11月30日(日) 
10：00～15：00
拠点複合施設
　りすた

ゆうばりハンドメイド
マーケットvol.5

内

日

所

　

催 し

第34回市民音楽の夕べは、
リンデンコール・コールリラ・コ
ールポピー・吹奏楽団からな
り、日頃の練習の成果を発表し
ますのでおたのしみにしてくだ
さい。

11月22日(土)
13：30開場、14：00開演
拠点複合施設りすた
多目的ホール
53－4011
(夕張友酉市場 三浦)

第34回市民音楽の夕べ

「広報ゆうばり かわら版」掲載募集
「広報ゆうばり かわら版」に記事を掲載しませんか？希望する方は、
掲載希望月の前々月20日から前月5日までに申込書により原稿を提
出してください（必着）。
　原稿はタイトル20文字、内容170文字以内です。
　申込書と掲載ルールは、市ホームページに掲載しているほか、市ホ
ームページ、市総務係（広報担当）、南支所、ふれあいサロンで配布して
います。
　申込書の提出は、メール、郵送、FAXなどでも受付しています。

提出・問合せ先
市総務係 52－3170
夕張市本町４丁目２番地（４階42番窓口）
ybrsom@city.yubari.lg.jp

択捉島

色丹島

歯舞群島
はぼまいぐんとう

しこたんとう

くなしりとう

えとろふとう

国後島

「北方領土を知る夕張市民のつどい」を開催します
　私たちの祖先が長年にわたる努力によって開拓した日本固有の領
土である「北方領土」について、正しい理解と認識を深めるため「北
方領土を知る夕張市民のつどい」を次のとおり開催します。
　返還運動の推進のため、多くの方のご参加をお待ちしています。

と　き　11月28日（金）午後１時30分から　
ところ　拠点複合施設りすた 多目的ホール

問合せ先　市総務係　☎ 52－3170
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募　　集　　枠 種　別 地　区 住　棟 間　取 階情報※２ 戸 数

一般世帯枠

2人以上世帯枠※4

収入の基準を超える
2人以上世帯枠※5

※1）
※2）
※3）
※4）
※5）

※6）

募集住戸と募集枠については変更する場合があります。
階情報に(ｴ)が付いているものは、エレベータ付きの住宅です。
単身者が入居する場合、家賃が1割増しになります。
2人以上世帯枠の住宅には単身者の申し込みはできません。
収入の基準を超える枠の住宅には政令で定める収入基準を満たす方は申し込みできま
せん。
単身世帯枠に２人以上の方は申し込みできません。

改 良

公 営

公 営

賃 貸

賃 貸

平 和

南 清 4

南 清 4

宮 前

宮 前

和 1

萌 2

萌 2

憩 1

憩 2

2 Ｄ Ｋ

2LDK※3

3 ＬＤＫ

2 ＬＤＫ

2 ＬＤＫ

1階

1階

1階

3階（ｴ）

4階（ｴ）

1

1

1

1

1

場　　所 実　施　日 開 催 時 間 申込受付期間
●夕鉄バス 「石炭博物館」12：33発
 「りすた」13：07着

 「新夕張駅前」12：12発
 「りすた」12：26着
※各停留所の時間は夕鉄バス時刻表

をご覧ください。

交　　　通

12月4日（木）

12月10日（水）

12月18日（木）

11月10日(月)～
11月27日(木)

※申込が定員に達した場合、
受付は終了します。

12月25日（木）

１月 ８ 日（木）

りすた
（定員45名）

午後1：15～2：45
(受付12：45～)

※12月10日のみ水曜日開催

市
営
住
宅
の

　

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
（
第
３
回
一
般
公
募
）

一
般
介
護
予
防
事
業

　

「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

入
居
資
格　

政
令
で
定
め
る
収
入
の

基
準
を
満
た
す
方（
収
入
基
準
を
超

え
る
枠
を
除
く
）、地
方
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
な

ど
。既
に
市・道
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
で
、風
呂
が
な
い
方
や
世
帯
員
が

増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ

り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た
す
方
。

政
令
で
定
め
る
収
入
基
準

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
に
て
定
め
ら

れ
て
い
る
政
令
月
収
15
万
4
0
0
0

　

夕
張
市
で
は
市
民
の
健
康
寿
命
延

伸
を
め
ざ
し
元
気
で
充
実
し
た
毎
日

を
送
れ
る
よ
う
、身
体
を
楽
し
く
動
か

し
な
が
ら
若
々
し
い
心
身
の
維
持
を
め

ざ
す『
ゆ
る
リ
ラ
講
座
』を
65
歳
以
上

の
市
民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
頃
あ
ま
り
運
動
し
て
い
な
い
、膝
や

腰
が
痛
く
て
動
く
の
が
お
っ
く
う
に
な

っ
た
、年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
体
力
の

低
下
を
自
覚
し
て
い
る
、も
の
忘
れ
が

気
に
な
る
等
感
じ
て
い
る
方
に
は
特
に

お
勧
め
し
た
い
講
座
で
す
。

　

講
座
で
は
、固
く
な
っ
た
筋
肉
を
ゆ

る
め
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
え
る
軽
運
動

と
認
知
機
能
を
維
持
向
上
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。専
門

の
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

す
の
で
、楽
し
く
実
践
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、開
催
予
定
の
日
程
・
会
場
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、

運
動
靴（
雪
で
床
が
濡
れ
ま
す
の
で
、

会
場
内
で
は
靴
を
履
き
替
え
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
）

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

そ
の
他　

37・５
℃
以
上
の
発
熱
や
風

邪
症
状
な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場

合
は
、参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

日
程
の
変
更・中
止
の
場
合
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
随

時
、広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

 

☎
52
―
3
1
0
7

円
以
下
の
世
帯
、裁
量
階
層
に
該
当
す

る
世
帯
は
政
令
月
収
21
万
4
0
0
0

円
以
下
の
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

応
募
期
間　

11
月
４
日
〜
13
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

市
役
所
３
階
建
築
住
宅

係
、夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
南
支
所
に
、関
係
書
類（
申
込
用

紙
、印
鑑
、入
居
者
全
員
分
の
住
民
票

と
収
入
証
明
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま

す（
11
月
13
日
必
着
）。

　

応
募
者
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は

抽
選（
11
月
14
日
予
定
）で
決
定
し
ま

す
。

　

当
選
者
は
、入
居
資
格
審
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

 

☎
57
―
7
5
9
3

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
3
1
1
9
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年　齢 生年月日
６５歳 昭和３５年４月２日生～昭和３６年４月１日生の方
７０歳 昭和３０年４月２日生～昭和３１年４月１日生の方
７５歳 昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生の方
８０歳 昭和２０年４月２日生～昭和２１年４月１日生の方
８５歳 昭和１５年４月２日生～昭和１６年４月１日生の方
９０歳 昭和１０年４月２日生～昭和１１年４月１日生の方
９５歳 昭和　５年４月２日生～昭和　６年４月１日生の方
100歳 大正１４年４月２日生～大正15年４月１日生の方

１０１歳以上 大正１４年４月１日以前に生まれた方

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

（
接
種
は

　
　

 
来
年
３
月
31
日
ま
で
）

緊
急
地
震
速
報
訓
練

　
　
　
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）の

　
　
　
　
　

実
施
に
つ
い
て

厚
生
労
働
大
臣
指
定

　

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

　
　
　
　

 

（
48
時
間
講
習
）

お
子
様
の
教
育
資
資
金
を

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
が

　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
！

11
月
13
日
か
ら
22
日
は

　

冬
の
交
通
安
全

　
　
　
　

運
動
期
間
で
す

令
和
７
年
度
の
接
種
対
象
者

　

今
年
度
の
接
種
対
象
者
は
次
の
生

年
月
日
に
該
当
す
る
方
で
、令
和
７
年

度
に
限
り
市
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

接
種
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

　

市
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
接
種
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と

不
活
性
化
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
場

合
　

１
回
目
の
接
種
後
２
か
月
の
間
隔

を
あ
け
て
２
回
目
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。助
成
を
受
け
る
に
は
、

１
回
目
の
接
種
を
令
和
８
年
１
月
31

日
ま
で
に
終
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

医
師
が
特
に
必
要
と
認
め

た
場
合
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
、高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
他
の
ワ
ク
チ
ン

と
同
時
接
種
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、帯
状
疱
疹
の
生
ワ
ク
チ
ン

（
阪
大
微
研
）に
つ
い
て
は
、他
の
生
ワ
ク

チ
ン
と
27
日
以
上
の
間
隔
を
置
い
て
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

 

☎
52
―
3
1
0
6

受
講
資
格

　

技
能
検
定
指
定
の
１
級
お
よ
び
単
一

等
級
の
合
格
者
ほ
か

受
付
期
間

　

11
月
17
日（
月
）〜
27
日（
木
）

実
施
予
定
地

　

札
幌
市（
定
員
60
名
）、旭
川
市
、北

見
市

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、職
業
訓
練

指
導
員
業
務
に
就
く
予
定
の
あ
る

方
を
優
先
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期

　

札
幌
市　

令
和
８
年
１
月
21
日
〜

29
日（
土・日
を
除
く
７
日
間
48
時
間
）

受
講
料
等　

２
万
４
９
２
０
円

※
受
講
料
、教
科
書
代
、消
費
税
込
み

そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
は
、空
知
地

方
技
能
訓
練
協
会
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

高
校
、大
学
な
ど
への
入
学
時・在
学

時
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

１
人
あ
た
り
３
５
０
万
円
以
内

金　

利　

年
２・85
％（
固
定
金
利
）

※
母
子
家
庭
、父
子
家
庭
、交
通
遺
児

家
庭
、世
帯
年
収
２
０
０
万
円（
所

得
１
３
２
万
円
）以
内
の
方
は
、年

２・45
％

返
済
期
間　

20
年
以
内

用　

途　

入
学
金
、授
業
料
、教
科
書

代
、塾
代
、自
宅
外
通
学
に
必
要
な
住

居
費
用
な
ど

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

保　

証　
（
公
財
）教
育
資
金
融
資
保

証
基
金

※
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可

能
。

そ
の
他

　

詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
）で
検
索
）ま
た
は
電
話
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

滝
川
市
流
通
団
地
３
丁
目
６
番
地
２

３
号　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知
内

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0

℻
0
1
2
5
―
23
―
5
2
6
1

◆
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

11
月
13
日
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
前

　

終
了
後
は
、千
代
田
三
差
路
で
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
す
。ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す（
荒
天
時
に
は
中
止
し
ま

す
）。

◆
冬
の
運
転
に
注
意

　

初
冬
期
は
、路
面
状
況
が
刻
々
と
変

化
し
、比
較
的
気
温
が
高
い
た
め
凍
結

路
面
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。早

目
の
冬
タ
イ
ヤ
交
換
と
冬
型
の
運
転
へ

の
切
換
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
全
席
着
用
を

　

交
通
事
故
が
起
き
た
場
合
に
身
の

安
全
を
守
る「
命
綱
」で
す
。運
転
席
、

助
手
席
は
も
と
よ
り
、後
部
座
席
に
乗

車
す
る
と
き
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
動
物
の
飛
び
出
し
注
意
！

　

日
没
以
降
は
、周
囲
の
見
通
し
が
悪

く
な
り
、鹿
や
キ
ツ
ネ
な
ど
が
急
に
飛

び
出
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
う
え
、前
を
よ
く
見
て

注
意
し
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

交
通
安
全
対
策
本
部
事

務
局（
南
支
所
） 

☎
59
―
6
1
1
1

夕
張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

音
声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

11
月
５
日（
水
）午
前
10
時

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」×
３
回

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

 

☎
53
―
4
1
2
1

問
合
せ
先　

教
育
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
―
0
0
8
―
6
5
6
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　
　
　
　

 

推
進
月
間
で
す

　

体
罰
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
法
定
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
罰
が
子
ど
も
の
成
長・発
達
に
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
科
学
的
に
も

明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、「
し
つ
け
」と

称
し
た
暴
力
な
ど
も
含
め
、体
罰
が
繰

り
返
さ
れ
る
と
、心
身
に
様
々
な
悪
影

響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
し
つ
け
と
体
罰
の
違
い

「
し
つ
け
」と
は

　

子
ど
も
の
人
格
や
才
能
な
ど
を
伸

ば
し
、社
会
に
お
い
て
自
律
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
の
目

的
か
ら
、子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
社

会
性
を
育
む
行
為
で
す
。

「
体
罰
」と
は

　

子
ど
も
の
身
体
に
何
ら
か
の
苦
痛

を
引
き
起
こ
し
、ま
た
は
不
快
感
を
意

図
的
に
も
た
ら
す
行
為（
罰
）で
す
。

◆
体
罰
な
ど
に
よ
ら
な
い
子
育
て
の
た

め
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト

　

体
罰
は
良
く
な
い
と
分
か
っ
て
い
て

も
い
ろ
い
ろ
な
状
況
や
理
由
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
難
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。一
方
で
、安
心
感
や
信
頼

感
、温
か
な
関
係
が
心
地
良
い
の
は
、子

ど
も
も
大
人
も
同
じ
で
す
。

子
ど
も
の
気
持
ち
や
考
え
に
耳
を
傾

け
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
受
け
止

め
て
も
ら
え
た
と
い
う
体
験
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
は
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
り
、

大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。子

ど
も
に
問
い
か
け
た
り
、相
談
を
し
な

が
ら
、ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
」に
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す

　

気
を
引
き
た
い
、子
ど
も
な
り
に
考

え
が
あ
る
、言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理

解
で
き
て
い
な
い
、体
調
が
悪
い
な
ど
、

様
々
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
「
イ
ヤ
だ
」と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
自
体
は
い
け
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
よ
っ
て
も
異

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

年
齢
や
成
長
・
発
達
の
状
況
に
よ
っ

て
、で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

に
よ
って
成
長・発
達
の
状
況
に
も
差
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。子
ど

も
が
困
難
を
抱
え
て
い
る
と
き
は
、そ

れ
に
応
じ
た
ケ
ア
が
必
要
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
て
、身
の
周

り
の
環
境
を
整
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
「
触
っ
ち
ゃ
ダ
メ
！
」と
叱
ら
ず
、危

な
い
も
の
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。ま
た
、子
ど
も
が
困
っ
た
行

動
を
す
る
場
合
、子
ど
も
自
身
も
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。自
分
で
で

き
る
よ
う
に
教
え
て
あ
げ
た
り
、環
境

を
整
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

注
意
の
方
向
を
変
え
た
り
、や
る
気

に
働
き
か
け
て
み
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り

替
え
る
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。待
つ
こ
と
で
気
持
ち
や
行
動
が
変

化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。家
か
ら
出

て
散
歩
を
す
る
な
ど
、場
面
を
切
り
替

え
る
こ
と
で
注
意
の
方
向
を
変
え
て
み

て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

肯
定
文
で
わ
か
り
や
す
く
、時
に
は
一

緒
に
、お
手
本
に

　
「
こ
こ
で
は
歩
い
て
ね
」な
ど
、肯
定

文
で
何
を
す
べ
き
か
を
具
体
的
に
、ま

た
、近
づ
い
て
落
ち
着
い
た
声
で
伝
え
る

と
、子
ど
も
に
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。「
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
を
片
付
け
よ

う
」と
共
に
行
う
こ
と
で
、や
り
方
を

示
し
た
り
、教
え
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

良
い
こ
と
、で
き
て
い
る
こ
と
を
具
体

的
に
褒
め
ま
し
ょ
う

　

良
い
態
度
や
行
動
を
褒
め
る
こ
と
は

子
ど
も
に
と
っ
て
嬉
し
い
だ
け
で
な
く
、

自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。ま
た
、何
が
良
い
の
か
具
体
的

に
褒
め
る
と
、子
ど
も
に
よ
り
伝
わ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
子
育
て
や
親
子
関
係
に
悩
ん
だ
と

き
や
、虐
待（
疑
い
を
含
む
）を
発
見

し
た
場
合
な
ど
は
、次
の
問
合
せ
先

への
相
談・通
告
を
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
1
0
5
9

岩
見
沢
児
童
相
談
所

☎
0
1
2
6
―
22
―
1
1
1
9

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
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女
性
に
対
す
る
暴
力
を

　
　

な
く
す
運
動
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
を

　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
ま

で
の
２
週
間
は「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」の
実
施
期
間
で
す
。

　

夫・パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、性
犯

罪
、売
買
春
、セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、男
女
共
同
参

画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
、克
服

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。内
閣
府
男

女
共
同
参
画
推
進
本
部
で
は
、社
会
の

意
識
啓
発
な
ど
、女
性
に
対
す
る
暴
力

の
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
を
一
層
強

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）に
つ
い
て

　

Ｄ
Ｖ
の
お
悩
み
、ひ
と
り
で
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

24
時
間
対
応
の
電
話
相
談
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
相
談
、外

国
語
に
よ
る
相
談
な
ど
を
３
６
５
日
相

談
対
応
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
って
Ｄ
Ｖ
か
な
？
」「
今
す
ぐ
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
逃
げ
た
い
け
ど
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？
」「
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

も
心
配
」な
ど
、ど
ん
な
相
談
も
Ｄ
Ｖ

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
気
軽
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

相
談
先　

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
短
縮
ダ
イ

ヤ
ル　
　
　
　
　
　

   

☎
♯
８
０
０
８

24
時
間
電
話
受
付

☎
0
1
2
0
―
2
7
9
―
8
8
9

　

４
人
の
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、２

人
が
９
月
末
で
任
期
満
了
と
な
り
、法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
１
名
の
方
が

再
任
、１
名
の
方
が
新
任
と
な
り
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
の
相
談
パ

ー
ト
ナ
ー
で
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

・
矢
野 

雅
昭（
常
盤
）

・
平
村 

美
千
子（
南
清
水
沢
）

・
清
野 

敦
子（
南
清
水
沢
）（
再
任
）

・
鎌
田 

正
之（
紅
葉
山
）（
新
任
）

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
1
2
0
―
0
0
7
―
1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
8
1
0

※
最
寄
り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

 

☎
52
―
3
1
0
4

Ｓ
Ｎ
Ｓ・メ
ー
ル・外
国
語
相
談

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

 

☎
52
―
1
0
5
9

౎૽ढǾȦáȈáǄ඾Ƣƚǡ֘رǚࣥر࠵ǁȂȏȌǴáǨಂാƭǔƯ

◆認知症サポーターステッカーとは
　認知症についての正しい知識や適切な対応の仕方などを学んだ「認知症
サポーター」がいるお店や事業所の証となるステッカーです。認知症の方と
共生社会を築くうえで、認知症の方やその家族が安心できる場所があり、そ
れが分かるようにすることが大切です。
　認知症サポーターがいる企業や事業所は、認知症サポーターステッカー
の提示にご協力ください。

◆交付の要件
・認知症サポーター養成講座を受講した団体
・ステッカーを提示できる場所が市内にある団体

◆交付手順

問合せ先　市包括支援係　☎52―３１０７

・「認知症サポーターカード」もしくは「オレンジリング」
をお持ちのうえ、市包括支援係（市役所2階24番窓口）
にお越しください。

・費用は無料です
・印鑑は不要です

認知症サポーター
ステッカー

（認知症サポーターカード・オレンジリング)

（タテ275㎜×ヨコ190㎜）
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11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

　
　

  

「
年
金
の
日
」で
す
!!

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一人
お

一人
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思

い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」と
し
て
、

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）を「
年
金
の

日
」と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
ご
自
身
の
年

金
記
録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
、パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

年
金
見
込
額
に
つ
い
て
ご
自
身
の
年
金

記
録
か
ら
様
々
な
条
件
を
設
定
し
た

上
で
、試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、岩
見
沢
年
金
事
務
所

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
25
―
1
5
7
0

◆
犯
罪
被
害
者
支
援
と
犯
罪
被
害
給

付
制
度
に
つ
い
て

性
犯
罪
被
害
の
相
談

　

わ
い
せ
つ
被
害
や
痴
漢
で
悩
ん
で
い

る
方
、家
族
・
知
人
が
被
害
に
あ
わ
れ

て
悩
ん
で
い
る
方
、「
相
談
し
た
い
け
れ

ど
、警
察
署
に
は
行
き
づ
ら
い
」と
迷
っ

　

９
月
16
〜
19
日
、来
年
３
月
ま
で
に
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
の
方
へ
、内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と

記
念
品
の
銀
杯
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

伝
達
を
受
け
た
の
は
、伊
藤
れ
い
子
さ
ま
、髙
橋
ハ
ナ
さ
ま
、對
馬
キ
ヌ
さ
ま
、碓
井
英
子
さ
ま
、櫻
井
よ

し
さ
ま
、小
林
ツ
ヤ
さ
ま
、大
野
キ
ヨ
さ
ま
、仲
谷
惠
美
子
さ
ま
、中
村
八
重
さ
ま
、石
田
フ
ミ
子
さ
ま
、伊

藤
キ
ヱ
さ
ま
、北
嶋
ト
ミ
さ
ま
、ほ
か
１
名
さ
ま
の
13
名
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
元
気
に
夕
張
を
見
守
って
い
て
く
だ
さ
い
。

９
月
末
現
在
、夕
張
市
に
は
百
歳
以
上
の
長
寿
の
方
は
13
人
い
ま
す

伊藤 れい子 さま 髙橋 ハナ さま 對馬 キヌ さま

碓井 英子 さま 櫻井 よし さま 小林 ツヤ さま

大野 キヨ さま 仲谷 惠美子 さま 中村 八重 さま

石田 フミ子 さま 伊藤 キヱ さま 北嶋 トミ さま

て
い
る
方
は
、性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

「
＃
8
1
0
3 

（
ハ
―
ト
さ
ん
）」に
お

電
話
く
だ
さ
い
。 

あ
な
た
の
心
に
寄
り

添
い
、あ
な
た
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
ま
す
。

　

北
海
道
内
で
電
話
す
る
と
、発
信
さ

れ
た
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
本
部

（
方
面
本
部
）の
性
犯
罪
被
害
相
談
窓

口
に
つ
な
が
り
ま
す（
24
時
間
対
応
）。

　

電
話
回
線
に
よって
は
、「
＃
８
１
０
３
」

に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、そ
の

際
は
☎
0
1
2
0
―
7
5
6
―
3
1
0

（
性
犯
罪
被
害
1
1
0
番
、通
話
料
無

料
）に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の
理
解

　

自
分
や
大
切
な
人
が
犯
罪
被
害
に

あ
う
と
想
像
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
犯
罪
被
害
者
な
ど
は
、直
接
的
な

ダ
メ
―
ジ
の
ほ
か
、被
害
後
も
ト
ラ
ウ
マ

に
よ
る
パニッ
ク
障
が
い
や
睡
眠
障
が
い

な
ど
の
発
症
、生
活
の
立
て
直
し
や
医

療
費
な
ど
の
経
済
的
負
担
、周
囲
の
人

の
心
な
い
言
動
に
よ
る
二
次
的
被
害
な

ど
、様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
が
受
け
た
被
害

の
軽
減
、回
復
に
は
、周
囲
の
方
の
理

解
、共
感
、配
慮
や
協
力
が
大
切
で
す
。

　

社
会
全
体
で
犯
罪
被
害
者
な
ど
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
支
援
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0
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　10/13、岩見沢市の赤れんがイベントホールで「そ
らちオータムフェスティバル」が初開催され、空知管内
24市町が参加しました。会場には約1万人が来場し、
各地の特産品やお酒のブースでにぎわいました。夕張
市のブースでは長いもを使った商品が好評で、来場者
の列は長く、最終的に完売しました。
　ステージでは鈴井貴之さんのトークショー、各市町
の魅力や炭鉄港のPRも行われ、盛況のうちに幕を閉
じました。

　地域のお土産を通じて誇りを再発見し、経済や交
流の活性化を目指す「西北海道お土産もっとセレクシ
ョン」で、夕張青年会議所が推薦した「たんどら」が金
賞5点のうちの1つに選ばれ、さらに最優秀特別賞を
受賞し、10/16、夕張青年会議所の髙田理事長が市
長に受賞の報告を行いました。　髙田理事長は「当た
り前になって埋もれているものがある。商品などを通
して地域の歴史を知り、愛着を持ってもらいたい」と
話されました。

　9/26、北洋銀行夕張支店で、警察・金融機関・市役
所が連携し「特殊詐欺防止講習」が行われました。栗
山警察署の講師からは「警察を名乗って口座情報を
聞き出す」、「SNSで親しくなってから金銭をだまし取
る」など、最近の手口が紹介されたほか、詐欺に気づ
いた銀行員が来客者に警察への相談を促すシミュレ
ーションを行いました。少しでも不審に思ったら、ひと
りで悩まず警察や周囲に相談を。

窓口が被害防止の“最後の砦”に

そらちオータムフェスティバル盛況

「たんどら」が最優秀特別賞を受賞
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毎
年
11
月
に
な
る
と
、今
か
ら
19
年
前
の
あ
の
11
月
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。特
に
、
11
月
14
日
、市
が「
夕
張
市
財
政
再
建
の
基
本
的
枠

組
み
案
」を
公
表
し
た
日
で
す
。解
消
す
べ
き
赤
字
額
が
巨
額
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、市
職
員
の
大
幅
削
減
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
事
務
事
業

の
見
直
し
、市
民
の
皆
様
の
負
担
増
加
の
お
願
い
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
内
容
で
し
た
。さ
ら
に
、そ
れ
ら
の
取
組
み
を
も
っ
て
し
て
も

財
政
再
建
に
は
約
20
年
程
度
か
か
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
当
時
、こ
う
し
た
非
常
に
厳
し
い
内
容
の
基
本
的
枠
組
み
案
が
公
表

さ
れ
た
こ
と
で
、市
内
外
か
ら
は
様
々
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の

案
は
財
政
再
建
計
画
に
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、言
い
換
え
れ
ば
市

政
の
あ
り
方
や
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
し
た
。私
自
身
も
、大
き
な
不
安
と
強
い
危
機
感
を
抱

き
な
が
ら
連
日
、業
務
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
19
年
、市
で
は
財
政
再
生
計
画
に
基
づ
き
行
財
政
運
営
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。厳
し
い
や
り
繰
り
の
中
で
も
可
能
な
限
り
、

必
要
と
判
断
さ
れ
る
事
業
は
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。と
は
い
え
、

財
政
再
生
計
画
に
基
づ
く
行
財
政
運
営
は
、市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、そ
し
て
、様
々
な
形
で
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
す
べ
て
の
皆

人　口 5,892人(－32人)
　男 2,768人(－  7人)
　女 3,124人(－25人)

世帯数 3,640世帯(－22世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
12
月
号
は
、

12
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和７年10月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市 X（旧Twitter）

様
の
お
力
添
え
を
な
く
し
て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。あ

ら
た
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。そ
し
て
、あ
と
約
一
年
半
後
に

は
実
質
的
な
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。私
は
こ
う

し
た
歴
史
経
過
を
踏
ま
え
、兼
ね
て
か
ら「
夕
張
の
歴
史
の
転
換
点
」だ

と
考
え
て
い
ま
す
。炭
鉱
閉
山
の
度
に
人
口
流
出
、財
政
難
に
見
舞
わ
れ

て
き
ま
し
た
。こ
の
転
換
点
で
は
、人
口
流
出
と
あ
ら
た
な
ま
ち
の
基
盤

づ
く
り
と
財
政
再
建
に
取
組
ん
で
き
た
歴
史
に
一
区
切
り
を
つ
け
、新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
現
在
は
、実
質
的
な
財
政
再
建
完
了
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針（
総
合
計
画
）づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。平
成

28
年
3
月
に
報

告
さ
れ
た「
夕
張
市
の
再
生
方
策
に
関
す
る
検
討
委
員
会
報
告
」で
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
夕
張
市
に
必
要
な
取
組
み
」に
は
自
治
権
の
回
復
が
必
要

と
触
れ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。言
う
ま
で
も
な
く
地
方
自
治
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
行
政
、住
民
代
表
機
関
で
あ
る
市
議
会
、住
民
の
皆
様
、そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
実
行
す
る
こ
と
で
前
に
進
み
ま
す
。

　
厳
し
さ
と
向
き
合
っ
た
19
年
前
の
11
月
か
ら
、来
年
20
年
目
。い
わ
ゆ

る
自
治
権
の
回
復
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
11
月
に
す
る
た
め
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

夕
張
市
長
　
厚
　
谷
　
　
司

市長コラム

11月に思うこと
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